
令和５年度 安来学園 第三者評価結果 

第三者評価機関 有限会社 保健情報サービス 

 

共通評価基準（45 項目） 

評価対象Ⅰ 養育・支援の基本方針と施設 

Ⅰ-１ 理念・基本方針 
 第三者評価結果 

Ⅰ-１-(１) 理念、基本方針が確立・周知されている。 

1 Ⅰ-１-(１)-① 理念、基本方針が明文化され周知が図られている。 b 

<コメント> 

 理念、基本方針はホームページ、パンフレットに記載されています。 

新入職員も含め職員に対しては、年度当初の職員会に於いて「就業必携」を用いて周知が図ら

れています。 

 保護者に対しての事業計画等の説明は行われていませんので、今後、園としての思いを保護者

に伝えられる工夫に期待します。 

 

 

Ⅰ-２ 経営状況の把握 
 第三者評価結果 

Ⅰ-２-(１) 経営環境の変化等に適切に対応している。 

2 Ⅰ-２-(１)-① 事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析 

されている。 
a 

<コメント> 

社会福祉事業全体の動向は、全国児童養護施設協議会からの情報を得ておられます。 

施設長は県の児童入所施設協議会会長を始め、島根県社会福祉審議会委員、島根県社会福祉協

議会評議員、赤江地区教育後援会理事などを歴任されていることに併せ、組織として地域活動に

積極的に参加する等、経営環境の変化を的確に把握できるように努めておられます。 

児童養護施設としての運営や経理状況の検討や入所児童の推移についての分析や地域からの情

報を得る工夫の検討も行われています。 

 

3 Ⅰ-２-(１)-② 経営課題を明確にし、具体的な取組を進めている。 a 

<コメント> 

 毎月開かれている法人の運営委員会において運営・経理状況を共有されています。 

 職員に向けても、今の安来学園が置かれている状況の説明、光熱費の節約も含め、毎月の収支

報告をされ、改善に向けた意識付けが行なわれています。 



 

Ⅰ-３ 事業計画の策定 
 第三者評価結果 

Ⅰ-３-(１) 中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。 

4 Ⅰ-３-(１)-① 中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されてい 

る。 
ｂ 

<コメント> 

 「島根県社会的養育推進計画」に基づき中・長期計画の策定が行われています。 

 施設敷地内に２つの小規模棟を開設する計画がありましたが、その後の環境変化（新型コロナ

感染症の蔓延に伴う新たな運営課題の発生、児童数の極端な減少に伴う将来像の不透明化、職員

確保の困難等）により、見直しが必要になっています。 

 理念・基本方針を実現させるために、５年後の安来学園の姿が描けるよう期待します。 

 

5 Ⅰ-３-(１)-② 中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されてい 

る。 
ｂ 

<コメント> 

 現在コロナ対策の為、中・長期計画の見直しが必要な状態になっており、中・長期計画を踏ま

えた単年度計画という面は難しい状況ですが、業務毎に年度事業計画が作成されています。 

事業計画に於いて、重点事業・重点事項を定めておられますが、具体的な成果指標の設定があ

りませんので、今後の取組みに期待します。 

 

Ⅰ-３-(２) 事業計画が適切に策定されている。 

6 Ⅰ-３-(２)-① 事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織 

的に行われ、職員が理解している。 
a 

<コメント> 

事業計画はそれぞれの業務毎に担当が集まり、年度末に評価・見直しが行われています。 

また、小規模グループでの評価を行い、職員からの意見を出してもらい、それを反映し次年度

へとつながるようにしておられます。 

 業務毎に責任者（担当者）が作成され、年度当初の職員会で周知されています。 

 

7 Ⅰ-３-(２)-② 事業計画は、子どもや保護者等に周知され、理解を促し 

ている。 
ｂ 

<コメント> 

 子ども達には、事業計画を掲示板に掲示して周知が図られています。 

 児童が関係する事業は児童もメンバーになり、委員会や児童自治会で説明しておられます。 

 保護者により、学園との関わりに差があるため事業計画の積極的な周知・説明は行えない状況

ですが、子どもの学校行事のお知らせの機会も活用され、周知を促されるよう期待します。 

 

 

 



 

Ⅰ-４ 養育・支援の質の向上への組織的・計画的な取組 
 第三者評価結果 

Ⅰ-４-(１) 質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。 

8 Ⅰ-４-(１)-① 養育・支援の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、 

機能している。 
a 

<コメント> 

 自立支援計画や育成記録により児童個々の課題を把握すると共に、心理療法士によるカウンセ

リングにより、養育・支援の質の向上に向け取組まれています。 

 自立支援計画は児童との関わりの強い、各担当で協議し、日々適切な養育支援が行えているか

振り返りをされ作成されています。 

 また、自立支援計画については、年２回児童相談所との協議の場が設けられています。 

 毎年の自己評価の実施や定期的な第三者評価の受審も実施されています。 

 

9 Ⅰ-４-(１)-② 評価結果にもとづき施設として取り組むべき課題を明確 

にし、計画的な改善策を実施している。 
b 

<コメント> 

 日々の課題については、毎日２回行われているミーティングや随時行われている主任以上が参

加される管理部会、毎月の職員会（それぞれのグループで話し合われた後、全体ミーティングを

される）等で情報を共有され、改善に取組まれています。 

個々の子どもの留意点・特性を理解して関われるよう、記録を残して情報共有、周知が図られ

ています。 

 評価結果を基に計画的な改善に取組まれるよう期待します。 

 

 

評価対象Ⅱ 施設の運営管理 

Ⅱ-１ 施設長の責任とリーダーシップ 
 第三者評価結果 

Ⅱ-１-(１) 施設長の責任が明確にされている。 

10 Ⅱ-１-(１)-① 施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解 

を図っている。 
a 

<コメント> 

 「就業必携」に理念、組織図、各種マニュアルを記載し明示されています。 

園長より年度当初の職員会で職員に対して周知及び表明されています。 

 職務分掌表に施設長の役割と責任は記載されています。 

 有事の際の体制については防災の組織図があり、ＢＣＰも作成されており、不在時の権限委任

等も含め明確にされています。 

 地区の役員の会に出席された際には学園の話をされ、地域の方もお招きする祭りやクリスマス

会を行い地域の方への理解が図られています。 



 

11 Ⅱ-１-(１)-② 遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行って 

いる。 
a 

<コメント> 

 施設運営や労務管理に関わる法令等の研修に参加され、研修参加後には職員会、管理部会、ミ

ーティング等で情報を伝達され周知が図られています。 

また、書面での復命書も作成され、研修報告が行われています。 

 法令等は変わった際にも速やかに職員に伝えておられます。 

 公用車の安心安全な走行のためにアルコールチェックを実施され、安全管理者も設置されてい

ます。 

 

Ⅱ-１-(２) 施設長のリーダーシップが発揮されている。 

12 Ⅱ-１-(２)-① 養育・支援の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力 

を発揮している。 
a 

<コメント> 

 園長は、施設全体を見渡せる立場として各委員会からの報告を受けアドバイスも行われていま

す。 

職員・児童からの個別相談にも対応しておられます。 

 コロナ禍でいろいろ制約があったため新しい職員が経験されてないことがあるので、視野を広

げ日々の養育・支援の向上につながるよう、他の児童養護施設職員との交流や外部研修に参加で

きる機会を持たれる予定です。 

 

13 Ⅱ-１-(２)-② 経営の改善や業務の実行性を高める取組に指導力を発揮 

している。 
a 

<コメント> 

 運営状況について職員会で周知され、措置費等各制度の動きに速やかに対応されています。 

勤務体制、処遇、省エネ（エアコンの集中管理）等の話し合いをされ改善に向け取組まれてい

ます。 

 事務的時間の効率化や円滑な情報共有のためにＩＣＴ化も進めておられます。 

 職員間で意見が言いやすい、風通しのよい職場環境になるよう目指しておられます。 

 

 

Ⅱ-２ 福祉人材の確保・育成 
 第三者評価結果 

Ⅱ-２-(１) 福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。 

14 Ⅱ-２-(１)-① 必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が 

確立し、取組が実施されている。 
b 

<コメント> 

 職員の採用はすべて法人で行なわれており、ホームページ等にも求人募集が行われています。 

 可能な限り、加算職員の配置に努めておられます。 



 今年度は心理療法士の採用が行われました。 

 今後も継続した人材確保に努められる事に期待します。 

 

15 Ⅱ-２-(１)-② 総合的な人事管理が行われている。 a 

<コメント> 

 法人、施設の理念・基本方針に基づき「期待する職員像」が明確にされています。 

法人の人事基準に沿った人事考課が実施されており、法人の作成された考課表を職員に配布さ

れ、課長・係長の考課者面談、園長による最終考課者面談が行われています。 

 人事考課の際には目標の確認、日常の業務に関してのヒアリング、異動の希望を聞き取り、職

員の意向の把握が行われています。 

 

Ⅱ-２-(２) 職員の就業状況に配慮がなされている。 

16 Ⅱ-２-(２)-① 職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくり 

に取り組んでいる。 
a 

<コメント> 

法人は安来市で初めて「しまね女性の活動応援企業」に登録されており、ワークライフバラン

スに配慮した産前産後休暇・育児休暇・時間休の取得、有給休暇・必要な時間外勤務の把握が行

われています。 

また、就業規則の周知を図り、職員の意見も就業規則に反映されており、働きやすい職場環境

になるよう努めておられます。 

 

Ⅱ-２-(３) 職員の質の向上に向けた体制が確立されている。 

17 Ⅱ-２-(３)-① 職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。 a 

<コメント> 

 施設の基本方針に沿った知識、専門資格の必要性を職員一人ひとり把握されています。 

 法人の人事基準に基づいた人事考課の面談の際には目標確認、研修希望の聞き取りが行われて

おり、職員の支援の質の向上に向け取り組まれています。 

 

18 Ⅱ-２-(３)-② 職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定され、 

教育・研修が実施されている。 
a 

<コメント> 

 研修計画が策定され、知識、専門資格の必要性を把握され、継続的に研修を受講されており、

研修の履歴簿もあります。 

 園内での研修も定期的に行われています。 

 定期的に研修内容やカリキュラムの評価・見直しも行われています。 

 

19 Ⅱ-２-(３)-③ 職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている。 a 

<コメント> 

 就業必携を全職員に配布し、共通認識の基、研修会に参加されています。 

新任、中堅職員等については、社会福祉協議会が実施する階層別研修に参加されています。 



また、処遇改善の対象の職員研修、児童相談所、関係団体等が主催する研修にも参加され、学園

内での定期的な研修も行われています。 

 スーパーバイズについては課長が主に行い、職員の専門性の向上に取り組まれています。 

 

Ⅱ-２-(４) 実習生等の養育・支援に関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。 

20 Ⅱ-２-(４)-① 実習生等の養育・支援に関わる専門職の教育・育成につ 

いて体制を整備し、積極的な取組をしている。 
b 

<コメント> 

 実習生の受入れの際には、学校等の覚書を交わし、実習における責任体制を明確にされ、実習

内容について説明、オリエンテーションが行われ、適切な実習が実施できるよう取組まれていま

す。 

実習生の指導に関する研修・育成については施設内の規定はなく、学校が定めるカリキュラム

に沿って行われます。 

 職員体制等により、専門職種（社会福祉士）の実習が難しい点が今後の課題と考えられていま

す。 

 

 

Ⅱ-３ 運営の透明性の確保 
 第三者評価結果 

Ⅱ-３-(１) 運営の透明性を確保するための取組が行われている。 

21 Ⅱ-３-(１)-① 運営の透明性を確保するための情報公開が行われてい 

る。 
a 

<コメント> 

 法人として理念・基本方針、事業内容、決算書類等をホームページで公開されています。 

 ３年に一度第三者評価を受審されており、その対応状況についても公開するとともに、職員等

に周知が図られています。 

 

22 Ⅱ-３-(１)-② 公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が 

行われている。 
a 

<コメント> 

 毎年、外部内部監査を受け指摘事項については迅速に改善に取組まれています。 

 法人は法人全体として外部会計事務所による会計監査を受けられ、学園の会計監査も行われて

います。 

 

 

Ⅱ-４ 地域との交流、地域貢献 
 第三者評価結果 

Ⅱ-４-(１) 地域との関係が適切に確保されている。 

23 Ⅱ-４-(１)-① 子どもと地域との交流を広げるための取組を行ってい 

る。 
a 



<コメント> 

 学園としても、地域の行事への参加や地域の自治会役員等との交流が行われています。 

 コロナ禍になり、感染予防策として学園行事での地域の子どもとの交流は、まだ制限されてい

ますが、５類移行に伴い徐々に再開される予定です。 

 子ども達が参加できるイベントのポスター掲示等を行い、地域と交流が図れるよう取組まれて

います。 

 地域へ買物にも出かけられています。 

 施設の体育館で学校の友達と一緒に過ごすこともあります。 

 

24 Ⅱ-４-(１)-② ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体 

制を確立している。 
ａ 

<コメント> 

ボランティア等の受入れ体制について明示されており、ボランティア受け入れマニュアルを作

成し、ボランティア受け入れ綴りを作成され管理されています。 

ボランティアの方には園の方針、児童の様子を説明され、理解、協力が得られるよう心掛けて

おられます。 

ボランティアの方は誓約書に記入されています。 

コロナ禍になり、中断していましたが、理髪店の方や料理人の会からの食事の提供、環境整備

等の奉仕作業が行われていました。 

 

Ⅱ-４-(２) 関係機関との連携が確保されている。 

25 Ⅱ-４-(２)-① 施設として必要な社会資源を明確にし、関係機関等との 

連携が適切に行われている。 
a 

<コメント> 

学校、児童相談所、警察、消防署等のリストを作成し各機関との連携が図られています。 

特に小学校とは連携を密にされ、学校に担当の先生もおられ情報共有が行われています。 

要保護児童地域対策協議会、県青少年家庭課との連携も行われています。 

園長は、地区の各種協議会のメンバーとして地区での活動にも取組まれています。 

 

Ⅱ-４-(３) 地域の福祉向上のための取組を行っている。 

26 Ⅱ-４-(３)-① 地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われてい 

る。 
ｂ 

<コメント> 

 園長は地域の各種団体の役員や小学校の評議員等もされており、その中で地域の福祉ニーズを

把握できるよう交流をされています。 

地域と共に福祉向上に取組んでおられますが、学園としての取組みは難しい点があります。 

 

27 Ⅱ-４-(３)-② 地域の福祉ニーズにもとづく公益的な事業・活動が行わ 

れている。 
ｂ 

<コメント> 



 地域行事への参加、地域団体と協働しての活動には取組まれていますが、施設独自の取組みは

行われていません。 

評価対象Ⅲ 適切な養育・支援の実施 

Ⅲ-１ 子ども本位の養育・支援 

 第三者評価結果 

Ⅲ-１-(１) 子どもを尊重する姿勢が明示されている。 

28 Ⅲ-１-(１)-① 子どもを尊重した養育・支援提供について共通の理 

解をもつための取組を行っている。 
a 

<コメント> 

平成２３年に「安来学園安全委員会」を設置され、施設内暴力の根絶を基本に２ヶ月に１回開

かれており、子どもの話を聞き、思いを伝えてもらい、子どもたちの人権擁護に取組まれていま

す。 

 

29 Ⅲ-１-(１)-② 子どものプライバシー保護に配慮した養育・支援提供が 

行われている。 
ｂ 

<コメント> 

 子どものプライバシー保護については、就業必携に記載してあります。 

居室は基本的には二人使用ですが、特性等も踏まえて個室対応も行っておられます。 

居室内はカーテンで仕切り、プライベート空間ができるよう工夫をされ過ごされています。 

写真撮影の許可は保護者にも確認され、許可を得ておられます。 

 

Ⅲ-１-(２) 養育・支援の実施に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。 

30 Ⅲ-１-(２)-① 子どもや保護者に対して養育・支援選択に必要な情報を 

積極的に提供している。 
a 

<コメント> 

 ホームページにも施設概要が載せられており、パンフレットも用意されています。 

入所前には事前説明や施設見学が行われており、施設での生活について細かく丁寧に決められ

た手順により子ども・保護者等に説明されています。 

 児童相談所においても事前に説明をされています。 

 

31 Ⅲ-１-(２)-② 養育・支援の開始・変更において子どもと保護者等にわ 

かりやすく説明している。 
ｂ 

<コメント> 

 養育・支援の開始時における説明と同意は主に児童相談所が行っておられ、施設で改めて確認

され書面にはされていません。 

 支援の過程における処遇方針に係る説明と同意は主に口頭で行われており、書面にされること

はあまりありません。 

 個別の自立支援計画は入所後３カ月を目安に児童相談所が作成された内容で進め、改めて自立

支援計画を作成され、６ヶ月毎に見直しをされています。 



学園での生活ルールはしおりを用いて説明されており、ルールが変更になった場合には子ども

の自治会で伝えられています。 

支援の過程では、子どもや保護者に口頭で説明をしています。 

書面に残され同意も得られる形式の作成に期待します。 

 

32 Ⅲ-１-(２)-③ 措置変更や地域・家庭への移行等にあたり養育・支援の 

継続性に配慮した対応を行っている。 
ｂ 

<コメント> 

 措置変更や家庭への移行の際には子どもに著しい変更や不利益が生じないように配慮されてお 

り、退所後も相談できることも伝え、主に担当が応じておられます。 

 措置変更の場合には、児童相談所と協同して進めて行かれます。 

家庭への移行の場合は家庭支援専門相談員がアフターフォローをされています。 

現在、係長と主任が兼務しておられる家庭支援専門相談員ですが、保護者との細やかな対応の為 

に専任で家庭支援が行える職員体制になるよう望まれています。 

 

Ⅲ-１-(３) 子どもの満足の向上に努めている。 

33 Ⅲ-１-(３)-① 子どもの満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組 

を行っている。 
a 

<コメント> 

子ども達は、毎月「自治会」という児童主体の会に参加し、その場で意見を言い、施設の生活

について話合いが行われ、改善を要する意見等については、職員間で検討し、改善が図られます。 

「安来学園安全委員会」の開催時には、事前に一人ひとりに聞き取り調査を行い、暴力の有無の

みでなく、生活全般について聴取され、思いを把握される仕組みがあります。 

グループで買物に行かれる際にも担当に車の中で話をされたり、日頃から何かあれば話して欲し

いと伝えられています。 

玄関に意見箱の設置もあります。 

給食担当から年１回嗜好調査も行われ、誕生日メニューのリクエストもできます。 

 

Ⅲ-１-(４) 子どもが意見等を述べやすい体制が確保されている。 

34 Ⅲ-１-(４)-① 苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能してい 

る。 
a 

<コメント> 

 「苦情」については、苦情受付担当者で検討し改善が図られています。 

その他に、「意見箱」の設置、児童相談所による「意見表明」、県の青少年家庭課長への「手紙」、

安全委員会の定期的聞き取りなどの仕組みにより、意見を述べやすい環境づくりに努めておられ

ます。 

苦情対応マニュアルや苦情解決対応フローチャートも整備されています。 

苦情解決の仕組みについてポスターや掲示板に掲示し周知されています。 

 

35 Ⅲ-１-(４)-② 子どもが相談や意見を述べやすい環境を整備し、子ども a 



等に周知している。 

<コメント> 

 子ども達に分かりやすいポスターを作って廊下に常に掲示されています。 

子ども達が、職員誰にでも相談できることを書面や口頭で説明しています。 

 職員への相談も写真入りで気軽に相談や意見が言える環境作りを心がけておられます。 

 個別に話ができる部屋もあり、いつでも誰にでも話せることを伝えておられます。 

 

36 Ⅲ-１-(４)-③ 子どもからの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対 

応している。 
b 

<コメント> 

 些細なことでも園長に伝え、記録を残し、時間の係る案件はその旨伝え職員は情報共有をされ、

話し合い解決に向け取組まれています。 

 苦情の内容により、施設内では判断が難しい場合は、法人まであげるか第三者委員会を開くか

検討し、対応されています。 

苦情対応マニュアルが作成されているようですが、職員への周知が充分でないようですので、

この機会にマニュアルの見直しを含め職員で読み合わせをされ確認されるよう望みます。 

 

Ⅲ-１-(５) 安心・安全な養育・支援の実施のための組織的な取組が行われている。 

37 Ⅲ-１-(５)-① 安心・安全な養育・支援の提供を目的とするリスクマネ 

ジメント体制が構築されている。 
a 

<コメント> 

ヒヤリハット報告書、安心安全ノートを活用され職員間の情報共有が行われています。 

 設備点検は監査項目にあり、定期的に実施されていましたが、コロナ禍になり中断されており、

個別でチェックされています。 

 職員間は何かあればＬＩＮＥを使ってすぐに連絡ができる体制です。 

 トラブルが起きた際には、すぐに分析・改善・防止策を検討・実施されています。 

 

38 Ⅲ-１-(５)-② 感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のため 

の体制を整備し、取組を行っている。 
ｂ 

<コメント> 

 新型コロナウイルス感染症、インフルエンザに係る「対応マニュアル」および「施設内ゾーニ

ング」を作成され、対応されています。 

なお、法人内の看護師による感染症予防や発生時の対応方法についての定期的な勉強会の開催

に期待します。 

 

39 Ⅲ-１-(５)-③ 災害時における子どもの安全確保のための取組を組織的 

に行っている。 
a 

<コメント> 

 処遇職員は、新規配属時に防火管理講習を受講されています。 

 毎月の避難訓練や消火訓練を行い、消防署も立ち会いのもと年１回総合訓練も実施されており、



子ども達も火事や地震への危機意識が高まり、真剣に行動ができています。 

 防災計画を作成され、現在ＢＣＰの内容を見直しされています。 

備蓄、災害備品も準備しておられます。 

 

 

Ⅲ-２ 養育・支援の質の確保 

 第三者評価結果 

Ⅲ-２-(１) 提供する養育・支援の標準的な実施方法が確立している。 

40 Ⅲ-２-(１)-① 提供する養育・支援について標準的な実施方法が文書化 

され養育・支援が提供されている。 
a 

<コメント> 

 就業必携に年齢別・分野別の支援方針が文書化されており、年度毎に全職員に配布され、養育・

支援について標準的な実施方法が示されており、毎月の処遇会議においてどの職員でも同じ対応

ができるよう、関わり方の確認が行われています。 

また、自立支援計画に特記事項がある子どもへの関わり方の注意点を確認され、情報共有され

ています。 

 

41 Ⅲ-２-(１)-② 標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立し 

ている。 
a 

<コメント> 

 毎年度ごとに全職員に配布されている就業必携に標準的な養育・支援の実施方法が示されてお

り、処遇会議での職員からの意見等もふまえ、見直しに反映されています。 

また、自立支援計画を年２回評価・見直しされた際には、変更点等を全職員で共有して支援に

あたられています。 

 

Ⅲ-２-(２) 適切なアセスメントにより自立支援計画が策定されている。 

42 Ⅲ-２-(２)-① アセスメントにもとづく個別的な自立支援計画を適切に 

策定している。 
a 

<コメント> 

 入所してすぐは学園での生活に慣れてもらい、自立支援計画の項目に従いアセスメントを行い、

子どもと相談して支援目標を決め、各グループの担当により最初に作成された自立支援計画を基

に、さまざまな職種の職員と協議され、自立支援計画が策定されています。 

 子どもの発達についての確認もされています。 

 

43 Ⅲ-２-(２)-② 定期的に自立支援計画の評価・見直しを行っている。 a 

<コメント> 

 自立支援計画は６ヶ月ごとに見直しをされており、見直しの際には児童相談所と個別協議の場

を設けておられます。 

 新しい心理士の配置がありましたので、今後は定期的なケースカンファレンスが行われる予定

です。 



 

Ⅲ-２-(３) 養育・支援実施の記録が適切に行われている。 

44 Ⅲ-２-(３)-① 子どもに関する養育・支援実施状況の記録が適切に行わ 

れ、職員間で共有化さている。 
a 

<コメント> 

 施設内の情報は、定めた書式をパソコンの共有サーバーから全職員が閲覧できるようになって

います。 

 印刷された情報は、必ず全職員が見て確認されています。 

 職員で記録内容や書き方に差異が生じないように、記録要領が作成されています。 

 

45 Ⅲ-２-(３)-② 子どもと保護者に関する記録の管理体制が確立してい 

る。 
a 

<コメント> 

 個人情報保護規定について「安来学園個人情報保護マニュアル」を整備され、定められていま

す。 

 職員は入職時に誓約書に署名され、個人情報保護について理解、遵守されています。 

 開設以来７０年になるため紙ベースで残す書類がかなりの量になってきており、電子デ―タで

残せる物の検討をされ、改善も行われています。 

記録等が保管されている倉庫は施錠がされています。 

 保護者に対して意向を確認できる方には、写真撮影の許可を得ておられます。 

 

 

内容評価基準（24 項目）児童養護施設 

Ａ－１ 子どもの権利擁護、最善の利益に向けた養育・支援 

 第三者評価結果 

A－１－（１） 子どもの権利擁護   

Ａ① Ａ-１-（１）-①子どもの権利擁護に関する取組が徹底されている。 ａ 

<コメント> 

「安来学園プライバシー保護マニュアル」により子どもの人権尊重を規定するとともに、「安来

学園安全委員会」の活動の一環として、児童からの定期的な聞き取りを行い、権利侵害の防止と

早期発見に取組まれています。 

また、就業必携には人権擁護、人権侵害の禁止・防止対応のための要項の記載もあり、「職員の

自己診断２０項目」が作成され子どもの権利擁護に向け取組まれています。 

 

A－１－（２） 権利について理解を促す取組   

Ａ② Ａ-１-（２）-①子どもに対し、自他の権利について正しい理解を促す取

組を実施している。 
b 

<コメント> 

 「安来学園安全委員会」の仕組みや「性（生）教育」の活動、定期的な「児童自治会」の場面



で自他の権利について理解を促す取組みが行われています。 

 グループごとに縦割りでの暮らしですから、日々の生活の中でお互いを思いやる気持ちが育ま

れていくように職員は支援されていますが、お互いの権利をおかさない事について、子ども達に

とっては理解しにくい所があり、これからも個々の子どもに応じた支援が必要と捉えておられま

す。 

 

A－１－（３） 生い立ちを振り返る取組 

Ａ③ Ａ-１-（３）-①子どもの発達状況に応じ、職員と一緒に生い立ちを振り

返る取組を行っている。 
ａ 

<コメント> 

 子どもが成長の過程で自分自身の事や親について考えたり、客観的に受入れる準備が出来始め

たタイミングを捉え、きちんと話をされ、できるだけ資料も提供し、職員と一緒に振り返りが行

われています。 

 振り返りのタイミングや内容については学園内でも話し合われます。 

また、児童相談所とも協議されています。 

 子ども一人ひとりの成長の記録は、本人のみの写真を載せたアルバムとムービー動画も作製さ

れ卒園の際に渡されています。 

 

A－１－（４） 被措置児童等虐待の防止等 

Ａ④ Ａ-１-（４）-①子どもに対する不適切なかかわりの防止と早期発見に取

り組んでいる。 
ａ 

<コメント> 

 子どもの権利ノートと一緒に、県の被措置児童等虐待窓口である青少年家庭課への手紙が直接

出せることを周知されています。 

日々何かあれば、職員に対して、いつでも伝えてもらえるよう話しておられます。 

 安心安全ノートに記録をされ、対応を検討されています。 

 「安来学園安全委員会」の会議内容を掲示され、職員も子どもも理解しておられます。 

 

A－１－（５） 支援の継続性とアフターケア 

Ａ⑤ Ａ-１-（５）-①子どものそれまでの生活とのつながりを重視し、不安の

軽減を図りながら移行期の支援を行っている。 
a 

<コメント> 

 入所前には施設見学や施設での生活の説明を行うと共に、入所前の生活との連続性が保てるよ

うに、可能な限りは子どもの持ち物の持ち込みを認めておられます。 

 新たに入所した子どもには、入所後 1ヵ月の間は毎週 1回、担当職員が生活の困りごとや不安・

不満がないか聞き取りを行っておられます。 

 乳児院からの措置変更の子どもはお試し期間も設け、細やかなに連携を取りながら、できるだ

け不安がないよう対応されています。 

 

Ａ⑥ Ａ-１-（５）-②子どもが安定した社会生活を送ることができるようリー b 



ビングケアと退所後の支援に積極的に取り組んでいる。 

<コメント> 

 県から「社会的養護自立支援事業」の委託を受け、公共交通機関の利用や昼食を買いに行き誰

が一番栄養バランスの良い物が買ってこられるか子ども達がゲーム感覚で自立に向けての社会的

スキルの習得ができるように取組まれています。 

 小遣い帳も毎月つけておられます。 

 退園児童との交流、退園後の相談先の紹介が行われています。 

 アフターケアは担当を中心に概ね１年間行われ、連絡されています。 

 開設来歴史は長いですが、個々の状況も違うため定期的に集まることは難しいようです。 

 

 

Ａ－２ 養育・支援の質の確保 

 第三者評価結果 

A－2－（１） 養育・支援の基本 

Ａ⑦ Ａ-２-（１）-①子どもを理解し、子どもが表出する感情や言動をしっか

り受け止めている。 
a 

<コメント> 

 園内外の研修やケース毎の児童相談所担当者との連絡・協議、毎月の職員会議を通して子ども

の理解に努めておられます。 

 子どもの意見がより多く聞き取れるよう、嗜好調査や第三者評価の際のアンケートも実施され

ています。 

 個々の子どもに対して定期的なケースカンファレンスができるよう心理士が採用されたので、

必要な子どもに対して進めておられます。 

 

Ａ⑧ Ａ-２-（１）-②基本的欲求の充足が、子どもと共に日常生活をいとなむ

ことを通してなされるよう養育・支援している。 
a 

<コメント> 

 基本的欲求の充足において、子どもと職員との関係性を重視され、各グループの担当職員は可

能な限りグループ活動を通じて信頼関係が築けるよう努めておられます。 

 誕生日には本人の希望を聞きグループごとに工夫を凝らした誕生日会が開かれています。 

 夕食の後も談話室で一緒に過ごされる等子どもと触れ合う時間を持たれています。 

 子ども達からの要求は、まず担当に話してもらえるよう支援されています。 

 

Ａ⑨ Ａ-２-（１）-③子どもの力を信じて見守るという姿勢を大切にし、子ど

も自身が自らの生活を主体的に考え、営むことができるよう支援してい

る。 

a 

<コメント> 

 定期的な「児童自治会」で児童が主体的にやってみたいことを決める取組みが行われています。 

 それぞれの年齢や発達状況を考慮しながら、自分で出来る目標を設定し、職員は見守る姿勢を

大切に支援が行われています。 



褒めてもらった経験の少ない子どもも多いので、褒める機会を大切にしておられます。 

Ａ⑩ Ａ-２-（１）-④発達の状況に応じた学びや遊びの場を保障している。 a 

<コメント> 

 園内には体育館もあるので、いつでも体を動かせる環境があります。 

 学習室も用意されており、図書や電子ピアノ等も用意され、それぞれの子どもの年齢、発達、

興味に応じた学びの機会を提供されており、学習ボランティアの先生も来られています。 

 また、塾に通いたい子どもは塾で学ぶことも可能です。 

 現在は対象の子どもがおられませんが幼児は幼稚園、認定こども園に通われています。 

 

Ａ⑪ Ａ-２-（１）-⑤生活のいとなみを通して、基本的生活習慣を確立すると

ともに、社会常識及び社会規範、様々な生活技術が習得できるよう養育・

支援している。 

a 

<コメント>  

 コロナ５類に伴い、地域行事への参加や園内行事等の再開に向け取組みつつあります。 

子ども達と生活をするうえで守らなければならないことが話し合われています。 

基本的生活習慣が学園生活の中で身に付けられるよう、声掛けや見守りが行われています。 

 子どもの発達状態に応じた身体の健康（清潔、病気、事故等）の自己管理が身に付くよう支援

が行なわれています。 

学校とも連携を取りながら、携帯やＳＮＳに関する知識が身に付くよう支援されています。 

 

 第三者評価結果 

Ａ-２-（２） 食生活 

Ａ⑫ Ａ-２-（２）-①おいしく楽しみながら食事ができるように工夫している。 b 

<コメント> 

 コロナ感染予防策として、食堂に飛沫防止パーテーションを設置し、距離を１席空け座る事を

基本とされ、園内で感染者が出た際には使い捨て容器に入れ各居室へ食事を配るという対応をせ

ざるを得ず「楽しみながらの食事」の時間が持ちにくい状況が続きました。 

 年１回は嗜好調査を実施され、子ども達のリクエストメニューも提供されています。 

 長期休暇中は３食提供されており、高校生の弁当も厨房で用意されています。 

 温かい物は温かく、冷たい物は冷たい状態で提供されています。 

 子どもと一緒におやつ作りもおこなわれています。 

 誕生日会はグループ毎で行われており、本人の希望に沿って楽しまれています。 

 

Ａ-２-（３） 衣生活 

Ａ⑬ Ａ-２-（３）-①衣類が十分に確保され、子どもが衣習慣を習得し、衣服を

通じて適切に自己表現できるように支援している。 
a 

<コメント> 

 衣類を購入する際には、できるだけ子どもが選ぶようにされています。 

 中高生は年間の被服購入費を踏まえて計画的に購入されています。 

 特性によりこだわりの強い子もいるので、季節に合わせた衣服を着ることが難しい子どももお



られ、声掛けはされますが、無理強いはされていません。 

 学校給食の白衣は、子ども達それぞれアイロンがけをされています。 

 中学生以上は、洗濯も自分で行い、状況に応じて職員が声掛けや支援をされています。 

居室には各自衣類を入れるタンスもあります。 

 

Ａ-２-（４） 住生活 

Ａ⑭ Ａ-２-（４）-①居室等施設全体がきれいに整美され、安全、安心を感じる

場所となるように子ども一人ひとりの居場所を確保している。 
a 

<コメント> 

 定期的な「施設点検」を行い、破損箇所の補修や損壊した備品の修理・交換をされています。 

 自分達で直せる物は子どもと一緒に修理されることもあります。 

 小規模グループケア以外のグループでも、グループ単位の居住空間の整備に努めておられ、毎

週土曜日の午後に「作業時間」を設けて居室の整理整頓が行われています。 

 部屋掃除は基本子どもが行うように決めていますが、出来ない場合は職員が手伝われます。 

 

Ａ-２-（５） 健康と安全 

Ａ⑮ Ａ-２-（５）-①医療機関と連携して一人ひとりの子どもに対する心身の健

康を管理するとともに、必要がある場合は適切に対応している。 
a 

<コメント> 

 定期受診や服薬を要する子どもも多く、保健委員を中心に服薬管理を徹底して行っておられま

す。 

 健康診断は学園で１回、学校で１回実施されており、歯科検診の結果により受診対応をされて

います。 

定期受診も職員が同行されています。 

 

Ａ-２-（６） 性に関する教育 

Ａ⑯ Ａ-２-（６）-①子どもの年齢・発達の状況に応じて、他者の性を尊重する

心を育てるよう、性についての正しい知識を得る機会を設けている。 
a 

<コメント> 

「性（生）教育委員会」を設置し、県外研修への参加や園内での外部講師による研修を行ってお

られましたが、新型コロナ感染予防による活動自粛期間は実施できませんでした。 

 プライベートゾーン等について、幼児を含むすべての子ども達に繰り返し伝えておられます。 

 いいタッチ、悪いタッチについての掲示もされています。 

 安全委員会の際にはプライベートゾーンについての聞き取りも行われています。 

 子ども達に対しての相談窓口も用意されています。 

 

Ａ-２-（７） 行動上の問題及び問題状況への対応 

Ａ⑰ Ａ-２-（７）-① 子どもの暴力・不適応行動などの行動上の問題に対して、

適切に対応している。 
a 

<コメント> 



 平成２３年度から「安来学園安全委員会」を設置され、直接的な暴力行為だけでなく、言葉に

よる暴力も含めた各種問題行動に対応されています。 

 安全委員会に際して、事前の子ども達への聞き取りが「子どもの意見表明」の機会になるよう

取組まれています。 

 問題解決のため、必要な時は専門機関と連携が取れる体制を整えておられます。 

 年度始めには小中学校の担任の先生に来て頂き、連携を持たれています。 

 

Ａ⑱ Ａ-２-（７）-② 施設内の子ども間の暴力、いじめ、差別などが生じない

よう施設全体で取り組んでいる。 
a 

<コメント> 

 「安来学園安全委員会」を設置され、暴力・いじめ・差別等の有無について定期的に子ども達

から聴き取る機会を設けておられます。 

 子ども間のトラブルが発生した際には、職員全員が問題を共有、対応されると共に、児童相談

所、学校とも協力し解決ができるよう図られています。 

 日頃から、自分がされたらどんな気持ちになるか考えて欲しいと伝えておられます。 

 

A－２-（８） 心理的ケア 

Ａ⑲ Ａ-２-（８）-① 心理的ケアが必要な子どもに対して心理的な支援を行っ 

ている。 
a 

<コメント> 

 個々の子どもによって心理ケアが必要な子どもには心理治療が行われています。 

 職員は担当する子どもの自立支援計画を把握され、職員会で話し情報共有をされています。 

 常勤の心理士が配置されたことにより心理的な支援が必要となる子どもに対しての連携が強化

されました。 

 

Ａ-２-（９） 学習・進学支援、進路支援等 

Ａ⑳ Ａ-２-（９）-①学習環境の整備を行い、学力等に応じた学習支援を行って

いる。 
a 

<コメント> 

 学習室の用意があり、宿題等を行うスペースが確保されています。 

 学習支援員を配置され、子どもや保護者の希望に応じて学習塾の利用もされています。 

 職員は日頃から忘れ物や宿題の未提出がないよう、子どもに応じた支援を行っておられます。 

 特別支援学校や特別支援学級へ通われている子どもに対しては、学校と日常的に連絡を取り、

連携した支援が行われています。 

 

Ａ㉑ Ａ-２-（９）-②「最善の利益」にかなった進路の自己決定ができるよう支

援している。 
ｂ 

<コメント> 

 子どもの希望を尊重された上で、学力も考慮され、保護者、児童相談所、学校、学園で「最善

の利益」にかなった進路決定ができるように支援されています。 



 措置延長や社会的養護自立支援事業を積極的に利用され、自立につながるよう支援されていま

す。 

 退園後のフォローアップについては、担当職員が対応されており、学園全体としての体制は十

分整ってないようですので、これから学園全体としての体制作りに取組まれることに期待します。 

 

Ａ㉒ Ａ-２-（９）-③職場実習や職場体験、アルバイト等の機会を通して、社 

会経験の拡大に取り組んでいる。 
ｂ 

<コメント> 

 学校のカリキュラムとして職場実習や職業体験が実施されています。 

 アルバイトの禁止や制限のある高校が多く、地域的にアルバイトできる事業所も少ないため十

分な対応ができない状況です。 

 今後、企業の協力を得て職業体験ができるよう、連携をされながら進めて行かれるよう、子ど

もの自立に向けての取組みに期待します。 

 

Ａ-２-（１０） 施設と家族との信頼関係づくり 

Ａ㉓ Ａ-２-（10）-①施設は家族との信頼関係づくりに取り組み、家族からの相

談に応じる体制を確立している。 
a 

<コメント> 

 コロナ禍で一時中断されていた時期もありましたが、面会や外出、一時帰宅等は従来から積極

的に進めておられます。 

 家庭支援専門相談員も２名配置されており、担当職員と連携され家族と関わっておられます。 

 日頃から関わりが少ない保護者も多くあり、その場合は児童相談所が対応されています。 

 学校行事の案内をし、担当と一緒に行かれる保護者もあります。 

 

Ａ-２-（１１） 親子関係の再構築支援 

Ａ㉔ Ａ-２-（11）-①親子関係の再構築等のために家族への支援に積極的に取り

組んでいる。 
a 

<コメント> 

 面会や外出、一時帰宅等による交流が可能な家族については、積極的に支援に努めておられ、

学園内には親子生活訓練室も用意されています。 

 家庭への一時帰宅後には子どもの様子を見たり、話を聞き、親子関係の再構築に向け支援され

ていますが、対応が難しい場合もあります。 

 交流が難しいケースも増えており、児童相談所が対応をされています。 

 

 


